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桐生市では、「桐生市歴史的風致維持向上計画」に基づく施策の一環として、「歴史まちづ

くりワークショップ」を、昨年11月以来、３回にわたって開催してきました。  

ニュースレターNo.5では、2月15日（土）に開催された、最終回の第３回ワークショップ

で出された主な意見と今後の方向性についてお知らせします。 
 

第３回ワークショップでの主な意見のご報告 

第３回ワークショップは「①藤棚広場と周辺の将来像」「②歴史まちづくりの方向性」の２

つのテーマで行いました。  
 

★テーマ①「何度も来たくなる広場にするために」の主な意見 

テーマ①では、藤棚広場やその周辺で、「どこに何を置くか」「それをどう使うか（何をや

るか）」について、施設や樹木の写真が描かれたパーツを白図上に貼りながら協議しました。 

既存の設備の撤去や鬱蒼とした木々の伐採や植樹などに関する意見のほか、人々が集える

広場とするための提案などがありました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【代表的な意見のまとめ】 



★テーマ②「歴史まちづくりの方向性」の主な意見 

テーマ②では、過去２回のワークショップで出た意見や、テーマ①で協議した内容につい

て、短期的に実施する内容を「すぐにやること」、中長期的に検討する内容を「条件が整えば

実現をめざすこと」に仕分けをしました。  

「すぐにやること」が多かったのは、テーマ①で検討した藤棚広場の再整備に関する内容

やソフト活動などでした。 
 

「すぐにやること」 

として仕分けた班が 

多かった主な項目 

【施設の整備など】 

○藤棚広場の再整備  

○樹木の伐採、剪定  

○案内板、路地名の表示  

【ソフト活動など】 

○公民連携イベントの開催、参加  

○地域住民による清掃など維持管理、ボランティアを行う  

○動物園や遊園地で重伝建地区の PR 

○歴史の学習、触れる機会への積極的な参加     など  

「条件が整えば実現  

をめざすこと」 

として仕分けた班が 

多かった主な項目 

【施設の整備など】 

○ゑびす通り、横町通り、美和様辻子の整備  

○子供や高齢者の歩きやすい散策ルートの整備  

○駐車場の確保、空き地の活用           など  
 

 
 

ワークショップの結果をふまえた今後の方向性 

これまで３回に渡り開催してきたワークショップの結果をふまえ、以下のような方向性で

歴史まちづくりを進めていきます。  
 

○現在の藤棚広場周辺は、かつて憩いの場であった時代をもとに、人々の集える広場とし

て、歴史的景観の保全に配慮した計画を作成し、整備を実施します。 

○広場とまちなかをつなぐ路地の整備や重伝建地区の魅力向上などにより、桐生が岡公園

からまちなかまでの周遊性を高めていきます。  

○イベント、ボランティア、情報発信など市民が参加する活動の推進や、各種団体との連

携を図るとともに、市民への意識啓発を行うなど、ソフト面でのまちづくりを進めてい

きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なお、今後も地域の皆様にお伝えするためのニュースレターを適宜発行し、ワークショッ

プについても整備の進捗状況に応じて開催を予定していきます。 

第１回ワークショップ（現地見学）
の様子 

第２回ワークショップ（歴史まち
づくり講演会）の様子 

第３回ワークショップの様子 


